
平成20年12月橋本市議会定例会会議録（第２号）その４ 

平成20年12月８日（月） 

                                           

○議長（中上良隆君）順番３、５番 中西峰

雄君。 

〔５番（中西峰雄君）登壇〕 

○５番（中西峰雄君）それでは、私の一般質

問を始めさせていただきます。私の質問は、

今回５点ございますので、順次質問させてい

ただきます。 

 まず最初、１番目は、市民会館・産業文化

会館、アザレアホールのことですけども、統

廃合についてということでございますが、ご

存じのとおり、地方自治体の財政運営という

のは、基準財政需要額そして基準財政収入額

との差額を交付税措置するということになっ

てございます。標準的な団体の運営に必要な

資金を、国が面倒見るということになってい

るわけです。大ざっぱな話としてですけども。 

 その中で標準的な公共施設が、本市には合

併の結果、二つあるわけです。市民会館と産

業文化会館を代表としまして、いくつかある

のがあります。これは、やはり健全な財政運

営をしていこうとすると、どうしても一つに

まとめていかざるを得ない。でなければ、ほ

かの経費を削らなければならないということ

になってまいります。 

 それで、この象徴的な意味で、今、市民会

館、かなり古くなってございますけども、そ

して産業文化会館というのを、できるだけ早

めに一つに統合していくべきではないのかと

いうふうに考えますので、市当局のお考えを

お尋ねいたします。 

 それも現実の話、先ほど来の中でもありま

したけども、合併後の財政運営は大変逼迫し

てございまして、特に物件費の高どまりとい

う現象があって、なかなか下がってこないと

いう中でも、これは必要な方針であろうとい

うふうに思いますので、しっかりと答弁いた

だきたいと思います。 

 ２番目にまいりますけども、これは先ほど

来もまたお話ございましたけども、建設費用

が20億円から30億円と。100％合併特例債の借

金で建設予定の保健福祉センターについてお

尋ねいたします。 

 私は、せんだっての九度山町からの合併の

申し入れの回答に、市当局自身が合併前の予

想をはるかに超える諸課題、これは諸課題と

いうのは、恐らく財政が中心課題なんですけ

ども、に直面しているという現状認識を述べ

ておられますけども、こういう中で、どうし

てこの時期にこのものをつくらなければなら

ないのかというのは、ちょっと疑問に感じて

いるところです。 

 私の調べましたところ、保健福祉センター

というのは、標準的な市ではほとんどの市が

もうお持ちです。持っていないところのほう

が少ないわけですけども、十分にその施設が

活用できているかというと、そうでないとこ

ろのほうが多いんじゃないかなというふうに

感じました。 

 また、本市の地理的な特徴を見たときに、

センターという、中心に大きな立派な施設を

こしらえて、そこで保健福祉のサービスをす

るというよりは、各地域でそういう活動を、

ソフトの事業を展開していくというほうが、

市民の保健福祉サービスのためには、より効

果的ではないのかというふうにも考えており

ます。 

 今、その内容は基本構想中ではございます

けれども、一体この施設にどのようなものを

期待しておられるのか、お尋ねしたいと思い

ます。 
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 また、行政課題が山積している、予想をは

るかに超える諸課題に直面しているという中

で、ほかの需要と言いますか、行政需要との

優先順位もいかがなものかなと。特に、本市

には独立図書館がございません。これも、こ

れぐらいの規模の市では珍しい市なんですけ

ども、ございませんし、あるいは、既存施設、

特に学校の耐震補強の整備率、これも大変低

うございます。そういう中で、平成24年とい

う指呼の間に、この計画を進められていると

いうことにつきまして、優先順位はいかがな

ものかなというふうに感じますので、その辺

のところもご答弁願います。 

 ３番目に移らせていただきますけども、こ

れは、発言通告の書き方が大変まずかったな

というふうに、今反省しておるんですけども、

要するに、市への定住促進とか移住促進の一

つの手法としての空き家バンクについてでご

ざいます。 

 急速に進みます少子高齢化の波を迎えまし

て、今、全国的に家が余ってございます。約

12％ぐらいの家が余っていると言われており

まして、600万戸が空き家となっているという

ふうに言われております。本市におきまして

も、そこかしこ見てみますと、旧市街あるい

はニュータウンの新市街を問わず、空き家、

空き地が散見される状態にございます。 

 そういう中で、やはり空き家、空き地が出

てきているというのが、そのまちの荒廃感を

感じさせる。あるいは防犯上も大変具合悪い

ということで、これは何とかせんといかんな

というふうには感じたわけです。 

 これは、基本的には民地の話でございます

ので、基本的には不動産市場がそれを取り組

むべきと言いますか、不動産市場に任せるべ

き事項ではあります。でも、それだけではな

くて、積極的に行政がそれに関与して、空き

地とか空き家対策をすべき時期にあるんでは

ないかなというふうに考えるわけです。 

 これはいろいろ調べてみましたら、全国的

にいろんな自治体で、たくさんの自治体で、

もう既に取り組まれております。都道府県で

も、大分県とか岡山県でも既に取り組まれて

いるところでございます。お金もそんなにか

かりませんし、手間は結構かかりますけども、

ぜひ、この空き家、空き地バンクというよう

なものに取り組まれることを提案したいと思

います。 

 次、４番目も同じような趣旨の質問なんで

すけども、優良田園住宅につきまして質問さ

せていただきます。これは、私もいろいろ調

べている中で引っかかってきたんですけれど

も、国土交通省と農林水産省の共管法の中で、

優良田園住宅の建設の促進に関する法律とい

うのが、できてから大分たちますけど、あり

ます。これは、目的は、自然豊かな地域でゆ

とりある生活を求めるニーズ、都市住民が中

心かと思いますけども、に対応し、地方定住

促進と地域活性化、都市と地方の交流人口の

促進をめざすものです。主な要件といいます

か、条件は面積が300㎡、約100坪弱以上、建

ぺい率が30％以下、容積率が50％以下となっ

てございます。 

 これには、都市計画法上の開発許可、ある

いは農振法の農用地区域からの除外とか、農

地法の転用許可についての手続きの円滑化の

配慮がございます。また、国の補助もござい

まして、住宅市街地整備事業あるいは地域住

宅交付金、農村振興整備事業等の国庫補助が

ございます。こういうものを、橋本、一番田

舎なんですけども、大阪という都市部に近い

ところで、定住促進、移住促進として、こう

いうものにも取り組まれることを提案いたし

たいと思います。 

 次、最後５番目は、ちょっと書き方が変で

すけども、私は愚策だと思います定額給付金
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の対応をどうするのかと。大変なことなんで

すけども、99年に地域振興券も出されました

けれども、これも、大変経済効果としてはい

かがなものかなと。恐らく、経済波及効果と

しては0.3％ぐらいしかないというふうに経

済学者の方は言われております。２兆円を配

っても、恐らく0.3％ぐらいの経済効果しか出

てこないんじゃないかという中で、この定額

給付金２兆円が配られると。しかも、その仕

事を全部地方自治体に振ってきているわけで

すけども、これも大変な仕事量になると思い

ますけども、それに対しての対応をお尋ねい

たしたいと思います。 

 以上、壇上からの質問を終わらせていただ

きます。 

○議長（中上良隆君）５番 中西峰雄君の一

般質問に対する答弁を求めます。 

 市長。 

〔市長（木下善之君）登壇〕 

○市長（木下善之君）中西峰雄議員の質問に

お答えをいたします。 

 保健福祉センターの建設は、新市まちづく

り計画と橋本市長期総合計画に掲げられた重

点施策でございます。この保健福祉センター

の必要性につきましては、現在、橋本市保健

福祉センター計画検討委員会で審議いただい

ている基本構想（検討案）にもありますよう

に、施設概要にある母子健康センター、地域

包括支援センターの老朽化、狭隘化や、駐車

場等の課題を抱え、早急な対策を求められて

いるのが現状でございます。 

 また、橋本さわやか長寿プラン21や、子ど

も・子育てのびのび夢プラン等、福祉施策の

実現のためにも必要な施設でございまして、

本年３月に策定した、橋本市協働の基本指針

による市民公益活動を総合的に進める拠点整

備にも必須となる施設と考えてございます。 

 建設時期につきましては、旧橋本市民病院

建設の撤去に要する費用にも対象となる、合

併特例債を充てることが可能なこの時期に建

設することが、本市の財政面等総合的に判断

した結果でございます。 

 なお、合併特例債は、中西議員ご承知のと

おり、旧橋本市民病院の撤去費も含む健康保

健福祉センターに係る経費の95％が対象とな

り、元利償還金の70％が交付税算入され、償

還期間は15年でございます。 

 次に、健康管理・健康づくりは各地域で行

ったほうが効果的ではとのおただしでござい

ますが、保健福祉センターで各種の介護予防

教室等を行うことで、各地域の指導者的な方

を育成することや、地区外の方々との情報交

換・交流も目的の一つでございます。この指

導者の方々が、各地域のリーダーとして介護

予防事業を展開し、市内に広がっていくよう

に、保健福祉センターがその拠点となり、情

報発信基地としての機能を備えた施設にした

いと考えております。 

 保健福祉センターは、乳幼児から高齢者の

市民の健康づくりの拠点となり、保健と福祉

の充実を実現するための施設でございますが、

市民の皆さんに愛され、気軽に利用、相談に

来ていただけるような保健福祉センターを建

設したいと考えております。 

 また、もう少し遅くてもと、全体の計画の

中でというご意見もございましたが、非常に

高齢化が急速に進んでございます。橋本市も

24年頃になりますと65歳以上が４分の１、

25％以上になってくるのではないかというこ

とでございまして、特に男性の皆さまは、70

歳で大半があっちへ行ってしまうという現状

に鑑みまして、やはり私は、高齢者のメタボ

リックシンドロームを含めた中で、しっかり

とした長寿社会、日本的にもモデル的なそう

いうすぐれた健康管理、維持、増進を必要で

なかろうかなということを、現在、各所の老
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人クラブの皆さんにもＰＲをしておるところ

でございます。 

 次に、保健福祉センターの建設における、

既存施設の耐震補強並びに建て替えとの優先

順位についてのおただしもございましたが、

まず、教育文化会館につきましては、耐震診

断を実施中であり、来年３月の診断結果に基

づき、改修工事等の方針を決定していくこと

になります。また、市役所本庁舎につきまし

ては、耐震診断の結果、改修工事を行う計画

で、平成21年度は実施設計、平成22年度にお

いて改修工事を行う考えでございます。 

 保健福祉センターを含めたこれら事業は、

緊急性が高く、市民サービスの向上に欠かせ

ないものであり、並行して事業を進める必要

があると考えております。ご理解賜りますよ

う、よろしくお願いをいたします。 

 なお、残余の件につきましては、担当参与

よりお答えをいたします。 

○議長（中上良隆君）企画部長。 

〔企画部長（吉田長司君）登壇〕 

○企画部長（吉田長司君）最初に、市民会館、

産業文化会館の統廃合についてのご質問にお

答えいたします。 

 橋本市民会館につきましては、市民の文化

教養の向上と福祉の増進を図るため、昭和43

年から供用を開始し、約40年間、本市の文化

とまちづくりの拠点として多くの方に利用し

ていただいております。 

 平成19年度の施設利用率につきましては、

大ホールや各会議室全体で平均44.3％となっ

ておりますが、一部会議室とギャラリーでは

高い利用率となっております。平成18年度か

らは指定管理者制度を活用して、独自に文化

振興事業を実施するなど、有効に施設を利用

しているところでございます。 

 一方、産業文化会館においては、地場産業

の振興と地域文化の高揚を図ることを目的と

して平成２年に供用を開始し、平成19年度の

施設の利用率は49％となっており、今後、指

定管理者制度の導入を考えているところです。 

 両施設とも稼働率は高く、市民ニーズは高

いと考えておりますが、施設の経過年数で考

えますと、橋本市民会館のほうが長く、平成

21年度におきまして耐震診断を計画しており、

その結果も踏まえ、将来的には統廃合を含め、

総合的に判断したく考えておりますので、ご

理解賜りますよう、よろしくお願い申し上げ

ます。 

 次に、定額給付金についてのご質問につい

てですが、本市といたしましては、具体的な

方策は定まっていませんが、国の方針に準じ

て対応してまいりたいと考えます。 

 現在のところ、国から具体的な実施方式が

順次示される中で、県内各市町村が円滑に事

務等を行うための連絡調整機関として、本年

11月に立ち上げた、県と市長会及び町村会が

事務局となった定額給付金事務連絡調整会議

で協議し、歩調を合わせながら対応してまい

りたいと考えておりますので、ご理解のほど

よろしくお願いいたしたいと思います。 

○議長（中上良隆君）建設部長。 

〔建設部長（樽井豪男君）登壇〕 

○建設部長（樽井豪男君）空き家バンクにつ

いてお答えいたします。 

 本市は、昭和40年代から始まった北部地域

の大規模住宅開発により順調に人口が増加し、

市勢の拡大をみたところですが、バブル崩壊

後は、都市部の大幅な地価下落や急速な高齢

化による利便性重視の傾向から、都心部への

回帰傾向が続いております。そのような状況

から、開発地の分譲住宅の販売も低迷し、本

市の人口は減少局面に入っております。人口

減少そのものは国全体の問題であり、本市だ

けに限ったものではありませんが、議員ご指

摘のとおり、市内各地域に相当数の空き地、
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空き家が発生しております。空き家の問題と

人口減少は密接に関連しており、全国の自治

体において人口減少に歯どめをかけるべく、

さまざまな取り組みが行われており、議員ご

提案の空き家バンクも定住化促進や地域活性

化等を掲げ、取り組まれているようです。 

○議長（中上良隆君）５番 中西峰雄君、再

質問ありますか。 

 ５番 中西峰雄君。 

○５番（中西峰雄君）それでは、順次再質問

をさせていただきます。 

 １番目の、市民会館と産業文化会館の一本

化と言いますか、統廃合につきましてですけ

ども、先ほど来の一般質問の中でも、３年間

で物件費を約６億円削減するんだという計画

を示していただきましたけども、ちょっとう

ろ覚えですけども、この市民会館と産業文化

会館の管理運営にかかっている費用、恐らく、

ちょっと正確かどうかあれですけども、両方

2,000万円ぐらいかかっていたと思うんです

ね。4,000万円ぐらい。違っていたらご指摘い

ただきたいんですけども、その2,000万円、そ

の計画の約３％ぐらいになるかなと。結構大

きなものです。 

 本市においても、民間事業者との関係や宅

地建物取引業法との兼ね合い等も含め、今後

調査研究してまいりたいと考えておりますの

で、ご理解のほどよろしくお願いいたします。 

 続きまして、優良田園住宅についてお答え

いたします。 

 優良田園住宅の建設の促進に関する法律に

つきましては、多様な生活様式に対応し、か

つ潤いのある豊かな生活を営むことができる

住宅が求められている状況に鑑み、農山村地

域、都市の近郊等における優良な住宅の建設

を促進するための措置を講ずることにより、

健康でゆとりのある国民生活の確保を図るこ

とを目的としています。 

 で、私はなぜこういうことを言うかといい

ますと、何度も言いますけども、標準的な自

治体として健全運営をしていくためには、標

準的な行政サービスの施設でなければ、ほか

のサービスを削らざるを得ないんだという、

こういう当たり前の原則といいますか、理屈

がございます。そんな中で、先ほどもご紹介

いただきましたけども、大変利用率が高いと。

土日、休日が利用が多い中で、50％ぐらいの

利用がいただいているというのは、大変利用

率の高い施設ではございますけども、果たし

てそれをいつまでも維持していくのかという

と、これは政策判断も要りますけども、いか

がなものかなというふうに感じるわけでござ

います。 

 まず、市が基本方針を作成し、優良田園住

宅を建設しようとする者が作成した建設計画

を市が認定、この認定に基づく住宅の建築に

あたっては、開発許可、農地転用等の手続き

の円滑化等の配慮、税制上の優遇措置などで

優良田園住宅の建設の促進を図ることになっ

ています。 

 優良田園住宅は、農山村地域、都市の近郊

その他の良好な自然的環境を形成している地

域の所在する一戸建ての住宅で、敷地面積300

㎡以上、建ぺい率30％以下、容積率50％以内、

３階以下の住宅です。優良田園住宅のイメー

ジには、自然遊住型、豊かな退職ライフ型、

田園通勤型、ＵＪＩターン型が考えられてい

ます。 

 耐震診断をした結果、考えていくというこ

とでございますけども、基本的な方針として、

やはり、これを一体どうするのかということ

を庁内で真剣に検討をされて、早期に方針、

基本的な考え方を示されるべきではないかと

 今後、農業集落近接の定住施策や耕作放棄

地の活用等の研究検討を図っていきたく、ご

理解のほどよろしくお願いします。 
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いうふうに考えます。今後の検討ということ

ですけども、できるだけ早く、これをどうし

ていくかということについて、方針を決めて

いくべきではないかということについて、再

度答弁を願いたいと思います。 

○議長（中上良隆君）企画部長。 

○企画部長（吉田長司君）産業文化会館にし

ましても、市民会館にしましても、貸し館事

業中心でございますけれども、両方ともシン

ボリックなところもございます。その中で現

在、施設、箱ものの検討ということで、建築

物、20程度検討は上がっているわけでござい

ますけども、この市民会館と産業文化会館に

つきましては、統廃合の話はまだ協議してご

ざいません。 

 そういうことで、答弁でも言いましたよう

に、耐震診断の結果も見まして、考えていき

たいというふうに考えてございますけども、

これも簡単に結論を出すようなものではなく、

かなり議論しなければならない物件だという

ふうに理解してございますので、答弁のとお

り、いつかと言われましてもちょっとですけ

ども、これは検討していかなければいけない

施設というふうに理解してございます。 

○議長（中上良隆君）５番 中西峰雄君。 

○５番（中西峰雄君）問い方を変えたいと思

います。標準的な財政運営上、この市民ホー

ルを二つ持つことは、いいことだとは私は思

わないんですけども、私と同じように考えら

れませんかということです。このことについ

て、イエスかノーか、お答え願いたいと思い

ます。 

○議長（中上良隆君）副市長。 

○副市長（清原雅代君）基本的な考え方では、

中西議員の仰せのとおりだと思います。ただ、

現状を申し上げますと、橋本市民会館の、今、

私の手元に９月末時点の数字でそろえた使用

件数というのがございますが、平成17年度は

723件、18年度は632件、19年度が764件、20

年が648件ということで、合併前と９月の末時

点でそろえておりますけども、件数的にはあ

まり変わってございません。そのような中で、

今回橋本市としまして、新たに同じような、

近くに保健福祉センターの建設というのも考

えておりますので、そういったところの施設

の建設状況によっては、そういった使用状況

も大きく変化してくる可能性も十分考えられ

ます。 

 そういったことも踏まえて、今後、おっし

ゃられた視点も含めて、どうするべきかとい

うことは検討していきたいというふうに考え

ております。 

 以上でございます。 

○議長（中上良隆君）５番 中西峰雄君。 

○５番（中西峰雄君）大変活用されていると

いうのは、私も重々承知しておる中で質問さ

せていただいておりまして、それぐらいの危

機感を持ってやっていかないと、つまり、こ

の両館で4,000万円、半分すれば2,000万円ず

つというサービスが、福祉であれ教育であれ、

その部分のサービスを削って、この２館を維

持しているんだという認識を十分に持って、

今後できるだけ早期に庁内の調整をしていた

だきたいということで、要望をしておきます。 

 ２番目に移らせていただきますけども、こ

こで私は、保健福祉センターの建設をやめろ

と言っているわけじゃないんですね。それは、

ある程度、母子センターもずっと橋本市の、

本市の課題でございますし、これは建て替え

る必要があるというのは間違いのないことで

ございますので。ただ当初、６月、９月議会

ぐらいで市長が言っておられたような、そう

いう大規模な、30億円というような話も飛ん

でましたけども、そういう大規模な施設とい

うのは、果たして本当に住民サービスに役に

立つのかなというふうに私は感じます。 
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 言うまでもなく、ご存じのとおり、既に持

っておられるところも、十分に活用されてい

るというところは果たしてどれだけあるのか

なということも、重々考えていかなければな

らないというふうに考えているわけです。 

 それと、訂正しておきますけども、100％で

はなく95％でございますけども、５％訂正し

ておきますけども、借金の件ですね。 

 この、まず優先順位といったときに、ここ

の市の庁舎の耐震の計画が具体的にない、調

査してからといいますかね。それからやりま

すと。あるいは教育文化会館もそうですよと。

学校の耐震化率も大変低い状態にありますよ

と。市内には各所で公民館等もかなり老朽化

してきているものもありますよという中で、

新規のものをつくっていく、つくるのはいい

んですけども、じゃあそれが先なんですかと。

図書館もないですね。先ほどから給食センタ

ーの話も出ました。そういう中で、この巨額

な費用を投じてハードものをつくっていくと

いうことが、政策判断として果たして正しい

のかなと。確かに長期総合計画にはあります。

まちづくり計画の中でもうたわれています。

だからそれをやっていくんですというだけで

は、やはりちょっと理解に苦しむところがあ

ります。 

 それと、そのセンターの中にどういう機能

を盛り込むのかということが、要するに内容

といいますか、コンセプト、内容は大事にな

ってくるわけですけども、本当にセンター方

式で、そういう保健福祉のサービスを展開す

るんじゃなくて、地域の、僕はクラスター方

式というふうに呼んでるんですけども、地域

でそういうソフト事業にしっかり取り組んで

いくほうが、保健福祉のためには役立つんじ

ゃないかなというふうにも感じているんです。 

 じゃあ、先ほど高齢者の方の話が出ました。

あるいは、母子の話も出てますけども、橋本

市、結構広いです。広い中で山間地もござい

ます。その中で、この地域に、市民病院跡地

にそういうものをこしらえられて、遠方から

バスに乗って、コミュニティバスとかに乗っ

てここまで来て、そういうサービスを受ける

のがいいのか、あるいは、地域の歩いて行け

る、あるいは自転車で行ける、手押し車を押

しながら行ける場所に、そういう地域活動の

場所があって、そこで保健福祉の健康づくり

とかをやっていくほうがいいのかというとこ

ろの判断も、本当に要るんだろうと思うんで

すよ。 

 これは、私はそういうセンター的な部分も

あってもいいだろうと思いますけども、本当

の市民の幸福といいますか、健康づくり、あ

るいは健康保全といいますか、のためには、

地域での拠点活動を重視していくべきだとい

うふうに考えているところですけども、再度

の質問ですけども、本当に優先順位、それで

いいんですかと。じゃあ、学校の耐震化を後

にして、この保健福祉センターをつくること

がいいんですか。あるいは教育文化会館であ

るとか、この市役所であるとか、これの耐震

化を放っておいて、これを先にするのはええ

んですかということをお尋ねいたします。 

○議長（中上良隆君）市長。 

〔市長（木下善之君）登壇〕 

○市長（木下善之君）保健福祉センターの時

期の問題についての中西議員にお答えをした

いと思いますが、24年度に開設したいという

考え方でございまして、これからまだ４カ年

ほどかかるわけでありますが、24年までに、

それぞれすべての庁舎、こちらのセンター、

教育文化会館、各学校の耐震については、ほ

ぼ終了するという、それをどうしようかとい

うんやなくして、終わるということをさきの

議会でも申し上げて、100％いかんにしても、

ほぼ終わりたいという考えを、あえて申し上
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げておきたいと思います。 

 私、このことで非常に悩んでおるわけでご

ざいますが、本当に現在、検討委員会で慎重

にやっていただいて、10月に答申をいただく

予定のやつが、11月ですか、それを２月まで

延ばして、さらに検討を進めていただいてお

るわけでありますが、やはり私は、海南の保

健福祉センターとかも、九度山も役場の端の

保健福祉センターとか、かつらぎも三、四階

建ての保健福祉センターという基地があって、

大分あちこちも見せてもうて行ってますけれ

ども、うちはもうばらばらですね。地域包括

センターから、この社協の事務所から、もう

ばらばら。大変遅れをなしておるということ

で、できる限り、先ほど申し上げたようなこ

とで、病院が移転されてからでもオープンま

でに８年間かかっておるということ。 

 そして夏場になりますと、私も散歩を兼ね

てパトロールを晩にもするんですけども、や

はりいろいろ、あまりここでは控えますけど

も、ああいう幽霊屋敷をいつまでも長く置い

ておくというのも、非常に困る面もあるわけ

でございます。これはそれでしたらええやな

いかという、防備したらいいやないかという

ふうになるんですけども、そういう点もある

わけでございますし、私は、やはり現在の少

子高齢化ということを踏まえて、新潟県の長

岡藩、あれ、明治の前でしたか、焦土化して

しまって、そこへ別の藩から米100俵を食べて

くださいよということでいただいた。それは

もう無料で渡さなかったと。皆に食べて、そ

れを教育費に、子育てをこれからの将来のた

めに、小林虎三郎という立派な方がおりまし

て、もうご承知やと思いますけども、そして

それを金にかえて、そして長岡藩の教育にそ

れから専念したということから、それとこれ

とはちょっと違いますけども、しかし、大事

でありますので、いつか建てるんだったら私

は前向きに、これでもまだ、オープンまでは

これから４年かかると。そう思っておるわけ

でございますので、この米100俵の精神を私も

脈々と受け継いでおりますので、ひとつご理

解をいただきますようお願いを申し上げたい

と思います。 

○議長（中上良隆君）５番 中西峰雄君。 

○５番（中西峰雄君）時間も迫ってまいりま

したので、この点については、建てるのはい

いんですけども、内容について十分に検討し

て、そこかしこで見られるような、部屋はあ

るけども電気は消えたままというような施設

はつくらないようにお願いして、この点は終

わりたいと思います。 

○議長（中上良隆君）中西君、申しわけござ

いません。この際、午後１時まで休憩をとり

たいと思いますので、どうかよろしくお願い

します。 

 この際、午後１時まで休憩いたします。 

（午前11時53分 休憩） 

                     

（午後１時00分 再開） 

○議長（中上良隆君）休憩前に引き続き会議

を開きます。 

 日程に従い、一般質問を行います。 

 ５番 中西峰雄君。 

○５番（中西峰雄君）再質問を続けます。 

 空き家バンクについてでございますけども、

ちょっと突然出して、ご理解されにくい部分

もあると思うんですけども、どういうものか

ということを言いますと、要するに空き家、

空き地がありまして、それを貸したいよとか

売りたいよとかいう人を市に登録いただいて、

そしてそれを欲しいと言う人があれば紹介し

て、そして個人個人で契約をしていただくと

いうような制度です。 

 この空き家対策と言いますか、空き地対策

をとっておられる自治体というのは、本当に
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多数あります。和歌山県内でもありますね。

本当に、費用はあまりかからないという点で、

とっかかりやすいと言いますか、取り組みや

すい施策であるというふうに考えております。 

 どういうメリットがあるかと言いますと、

不動産市場に本来ゆだねるべきものなんです

けれども、不動産市場と言いますと、やはり

いまだにチラシと言いますか、ビラとか店頭

での掲示とか、そういう形でのやりとりが多

うございまして、それが市の空き家バンク制

度をこしらえて、ホームページ等でそれの照

会をしていくということになりますと、いつ

でもだれでもが、つまり大阪であろうが奈良

であろうが、橋本ってどんなとこよ。あれ、

ちょっと住むことも検討の対象かなという方

が、ぱっとホームページで見れるというメリ

ットはあるわけです。だから、本当にお金は

かかりません。手間もそんなにかからないだ

ろうと思うんですね。というのは、これだけ

たくさんの市町村で取り組まれておりますの

で。 

 それと、もう一点は、調べている途中でわ

かったんですけども、和歌山県のほうにおき

ましても、平成18年度から、和歌山田舎暮ら

し支援事業というのをやってまして、ここで

も空き家の照会等に取り組まれているようで

す。この中でも、いろんな支援事業、交通促

進とか移住促進、定住環境整備事業という事

業が県でやっておるわけですけども、その中

でも、この空き家情報の整備というようなこ

とにつきましても、県費補助も若干、２分の

１の50万円までというような補助もあるよう

です。 

 何を言いたいかといいますと、本当に橋本

市内でも、せんだってちょっとお聞きします

と2,000戸以上の空き家があると。これは、そ

のまま、なかなか不動産市場の流通に乗り切

らないままに放置されているというのが実態

です。いろいろ回ってみますと、旧市街もそ

うですけども、特にニュータウン等におきま

しては、そこが空き家になって、あるいは空

き地になって放置されていることによりまし

て、壇上でも言いましたけども、大変にその

まちの荒廃感といいますか、廃れ感というも

のが感じられてしまいます。そういうものも

できるだけ防いでいかなければならないし、

その一つの手段として、この空き家バンクに

取り組むべきであるというふうに考えたわけ

です。 

 再質問で質問いたしますけども、これから

いろいろ調査していただくんですけども、や

はりそういう定住とかＩターンとか移住促進

策というものを積極的に考えていくべきであ

るし、空き家バンクについても前向きなご検

討をお願いしたいと思うんですけども、そう

いう態度でこれから取り組んでいただけるか

どうかお尋ねします。 

○議長（中上良隆君）建設部長。 

○建設部長（樽井豪男君）大変市といたしま

しても、非常に人口が若干、かなり減ってき

ておる状況の中で、やはり歯どめをかけるよ

うな形の中で、こういった空き家バンクにつ

いては、研究調査という形でご答弁させてい

ただきましたが、やはり市の今、持ち家、平

成17年度の国勢調査から見まして、約１万

9,000戸ほどの持ち家がありまして、全国平均、

先ほど議員がおっしゃっていました10～15％

となれば、恐らく2,000件から2,500件程度の

空き家というのが発生していると思われます。 

 その中で、特に和歌山県の紀美野町で、今、

和歌山大学との提携の中でシステムの構築と

いうことをやっておると聞いております。そ

れも若干、お金がどのくらいかかるかという

のはまだ調べておりませんけども、その中の

一つの課題としまして、そういったインター

ネットに載せるときには、空き巣などの悪用
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されるおそれとか、そういった形もいろんな

研究をしながら、まして不動産会社との取り

決め等を決めながら、他市におきましてはそ

ういった細かな詳細情報も載せている市もご

ざいます。空き家の間取りから修繕状況はあ

とどのくらいお金が要るかとか、かなり要る

とかという印をつけてやっておる市もござい

ます。 

 市としても、今後、人口等もやはり住みよ

いまちづくりを考えながらいたしますので、

できるだけこれは研究しながら、先進地とも

勉強し、できるだけ前向きに検討したいなと

思っております。ただし、これにつきまして

もまた、どれだけの手間とかかかるとかとい

うのもまずありますし、また、費用は恐らく

かからないような形の中で取り組めたらとは

思っております。 

 以上です。 

○議長（中上良隆君）５番 中西峰雄君。 

○５番（中西峰雄君）先ほど、今、部長のほ

うから、紀美野町というご紹介がございまし

たので、紀美野町の取り組み実績をご紹介さ

せていただきますと、相談件数は約93件、案

内件数というのが74件、移住人口というのが

37名の実績があるようです。あとは多いとこ

ろで言いますと、県内で言いますと、日高川

町が相談件数が128件、案内件数94件、移住人

口23名というような実績があるようです。田

辺市等でもやっておりますし、田辺市は２名

の実績ですかね。そういうふうにあります。

こういう県の施策ともオーバーラップしなが

ら取り組んでいっていただけたらありがたい

なというふうに思いますので、よろしくお願

いいたします。 

 次、４番目に移らせていただきますけども、

優良田園住宅なんです。これは、特に北海道

でかなり取り組まれております。北海道は地

価が安くて、だいたい一区画が600万円とか

700万円とか、100坪の土地なんですけども、

特に、まち開きと言いますか、ニュータウン

のような形でやられているのが伊達市なんで

すけども、ここでは本当に住宅地開発の形で

取り組まれているようです。全国的にもいく

つかある中で、和歌山県はございません。 

 橋本も、いろいろ地価が高いというような

こともございますけども、セカンドハウスと

か、あるいは定年退職後のシルバー世代の流

入とか、そういう方々のニーズに応じられる

地域であるというふうに考えますので、ぜひ

とも研究していっていただきたいなというふ

うに思うわけですけども、今、市のほうも今

回これ、聞いたのははじめてということなん

ですけども、私がこれ、出させていただいて

から以後に新たにわかったことがございまし

たら、課題であるとか、あるいはメリットで

あるとか、あれ以後、わかったことがあれば

ご紹介いただけたらありがたいなというふう

に思います。 

○議長（中上良隆君）建設部長。 

○建設部長（樽井豪男君）まず、この優良田

園住宅といいますと、まず基本計画を策定し

なければならないということで、一応税制上

の優遇とか、あと開発許可並びに農地転用が

スムーズにいくということのうたい文句でご

ざいますが、こういった建設計画を認定とす

るときには、あらかじめ知事と協議するとい

う中で、この地域をそういった形にしますよ

という前もって協議をしますので、それが農

地転用並びに開発許可の事前の協議という形

になろうかと思いますので、そういったもの

がスムーズにいくというような形で解釈をし

ております。 

 なお、こういった補助要件は多々あるんで

すけども、本当に市がそういった住宅施策を

していくとかという形になれば、また道路も

つくりということになれば、こういった補助
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要件も満たすことになりますが、個人向けに

関しましては住宅金融公庫等の特別融資とか、

個人住宅の建設資金融資、そういった形の融

資という形しかございませんので、市として

はこれを地域的に、橋本市の市街化調整区域

というのは設定しておりません。非常に白の

無指定地域がほとんど農用地でございまして、

農用地の中でも建ぺいが60の200という場合

もございますので、これをすることによりま

して、建ぺい率の30％とか、かなり制限を加

えるという形の中で、先ほど議員もおただし

の、やはり橋本市としては農地も非常に高い

という中で、どれだけのニーズがあるのかと

いうのは、これにつきましては非常に慎重に

研究をしながら、したいなと思っております。 

○議長（中上良隆君）経済部長。 

○経済部長（山本重男君）農地のほうの一定

の配慮ということにつきまして、ご説明をさ

せていただきます。 

 仮に、市のほうが優良田園住宅基本方針を

作成しまして、それで市のほうへ建設計画を

提出したという場合でございますが、農用地

の除外についてでございますが、優良農地田

園住宅以外の住宅でありますと、除外申請を

しても認められない場合があるということで

ございます。これが、優良田園住宅の場合は

市が認定しておりますので、除外が認められ

るということでございます。 

 それからもう一点、農地転用でございます

が、農地転用の中には甲種農地と、それから

第一種農地の転用というのがございます。甲

種農地と第一種農地につきましては、原則は

転用不可能でございます。ただ、この優良田

園住宅に該当した場合は、例外的に甲種農地、

第一種農地も転用が認められるということで

ございます。 

 ちなみに、甲種農地につきましては、橋本

市は該当ございません。第一種農地は該当ご

ざいます。 

○議長（中上良隆君）５番 中西峰雄君。 

○５番（中西峰雄君）ありがとうございます。

これから、私も勉強していきますけども、市

のほうも研究していっていただきたいなとい

うふうに要望しておきます。 

 最後、天下の愚策の定額給付金の件ですけ

ども、これは本当に市町村、対応は大変だと

思うんですね。特にこれから忙しい繁忙期に

入ってきますし。その点で、いろんな課題と

いいますか、出てくると思うので、その点に

ついて、遺漏ないようにやっていただくこと

を要望して、私の質問を終わります。 

○議長（中上良隆君）これをもって、５番 中

西峰雄君の一般質問は終わりました。 
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